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要約
本研究では、バイオプラスチックに関心を持ったことから廃プラスチック問題を解決することを目的とし、市

販のバイオBB弾を分解する実験と自作したカゼインプラスチックを分解する実験を行ったが、目的に見合う結
果は出なかった。

１．はじめに
近年、世界で廃プラスチック問題への関心が高まっている。廃プラスチック問題は、海や河川などに直接捨

てられるプラスチックごみが原因となり、海洋汚染や生物の絶滅にも深く関係している。我が国でも、2020年7
月にプラスチックごみ削減のためレジ袋が有料化された。しかし、日本の現状は使い捨てプラスチックごみの
一人あたりの排出量32㎏となっており、その多さは世界第2位となっている。そこで本研究では、ごみの排出
量を減少させることに着目するのではなく、バイオプラスチックを用いてごみ自体を分解して減少させ、諸問題
を改善することを考察する。

２．研究手法
バイオBB弾を様々な条件で一定期間静置し、見た目と質量の変化を記録する。

≪実験１≫
①正門近くの土、グラウンドの土、テニスコートの土の3種類の土を用意する。
②それぞれの土とバイオBB弾10個（2.00ｇ）を合わせてシャーレに入れ、蓋をし、室温

で1ヵ月静置する。
③１ヶ月後、見た目の変化を観察し、質量を電子天秤で測定する。

≪実験２≫
①実験1と同様に、土とバイオBB弾10個（2.00ｇ）を合わせてシャーレに入れる。
②直射日光が当たる場所、日陰、室温、温度が23度で保たれる場所の4箇所で①のシャーレを1ヵ月静置

する。
③１ヶ月後、バイオBB弾の見た目の変化を観察し、質量を電子天秤で測定する。

≪実験３≫
①納豆とヨーグルトを用意する。
②納豆のみ、ヨーグルトのみ、納豆と水、納豆と土、ヨーグルトと土、納豆とヨーグルト、納豆とヨーグルトと土

の6つ条件で、実験１･２と同様にバイオBB弾10個（2.00ｇ）を１ヶ月静置する。
③１ヶ月後、バイオBB弾の見た目の変化を観察し、質量を電子天秤で測定する。

≪実験４≫
①カゼインプラスチックを作成する。作成方法は後述する。
②バイオBB弾5個（1.00ｇ）を30℃、室温でBB弾のみ、30℃で土の中の3つの条件で2週間静置する。
③2週間後、バイオBB弾の見た目の変化を観察し、質量を電子天秤で測定する。

〔カゼインプラスチックの作成方法〕



①牛乳100mlを電子レンジ(500W)で1分20秒加熱する。
②クエン酸水溶液(5％)を①に入れかき混ぜる。
③熱を取った後に濾過する。
④カゼインを取り出し水気を取る。
⑤成型し、数日乾燥させる。

３．結果
≪実験１≫
１ヶ月静置した後のバイオBB弾の見た目と質量の変化は以下の表の通りであった。

正門近く グラウンド テニスコート

変化なし 変化なし 変化なし

≪実験２≫
１ヶ月静置した後のバイオBB弾の見た目と質量の変化は以下の表の通りであった。

直射日光 日陰 室温 23℃

変化なし 変化なし 変化なし 変化なし

≪実験３≫
１ヶ月静置した後のバイオBB弾の見た目と質量の変化は以下の表の通りであった。

納豆のみ ヨーグルトの
み

納豆
水

納豆
土

ヨーグルト
土

納豆
ヨーグルト

納豆
ヨーグルト

土

変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし

≪実験３≫
2週間静置した後のバイオBB弾の見た目と質量の変化は以下の表の通りであった。

30℃ 室温 30℃で土の中

表面に艶が見られた 表面に艶が見られた 脆くなっていた
カビが生えた

４．考察
実験１～３で用いたバイオBB弾には生分解性がない。或いは実験期間が一ヶ月では足らず、より長期間を

要する可能性がある。実験４で作成したカゼインプラスチックには生分解性があった。しかし、カゼインプラス



チックは脆く耐久性に欠ける。

５．結論
バイオプラスチックには様々な種類が存在する。実験１~３で用いたバイオBB弾はバイオマスプラスチックを

主成分としている。バイオマスプラスチックはバイオ由来、すなわち動植物から生まれたプラスチックである。し
かし、すべてのバイオマスプラスチックが生分解性を持つわけではない。また、実験４で作成したカゼインプラ
スチックはバイオ由来であるバイオマスプラスチックでありながら、生分解性を持つプラスチックである。本研究
の目的である、ごみ自体を分解するという点においては、バイオ由来で生分解性を持つプラスチックが最も相
応しい。しかし、プラスチック製品としての機能も損なってはならない。よって、バイオ由来で硬度のあるバイオ
マスプラスチックの開発が期待される。
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